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(54)【発明の名称】 超小型撮像装置

(57)【要約】
【課題】  長さを短縮した、医療用電子内視鏡などに適
用する超小型ＣＣＤ撮像装置を提供する。
【解決手段】  超小型ＣＣＤ撮像装置１は、その長手方
向に沿って下記の順序で配設された、光学ガラス１１
と、ＣＣＤチップ１２と、積層回路基板１５を有し、さ
らに、ＣＣＤチップ１２と積層回路基板１５に搭載され
た電子回路とを接続するＴＡＢテープ１３を有する。積
層回路基板１５は、それぞれが配線パターンを含む電子
回路を実装した絶縁回路基板を上記長手方向と直交する
径方向に複数層積層して形成され、径方向に凹陥して形
成された少なくとも１つのキャビティ１５３を有してい
る。キャビティ１５３内に少なくとも１つの小型チップ
部品１６が装着され、キャビティ１５３の上の積層回路
基板１５の表面に少なくとも１つのチップ部品１７が装
着されている。積層回路基板１５に電子回路を積層し、
チップ部品１６、１７を径方向に配設して、超小型ＣＣ
Ｄ撮像装置１の長さを短縮した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】撮像デバイスと、上記撮像デバイスの表面
側に設けられた光学ガラスと、上記撮像デバイスの裏面
側に設けられ、配線パターンを有する積層回路基板と、
上記撮像デバイスと上記積層回路基板の配線パターンと
を電気的に接続する接続部材とを有する超小型撮像装置
であって、
上記積層回路基板は、配線パターンを含む電子回路を実
装した絶縁回路基板を超小型撮像装置の長手方向と直交
する径方向に複数積層して形成され、その径方向に凹陥
して形成されたキャビティを有し、
上記キャビティ内に第１の電子部品が装着され、上記積
層回路基板の表面に第２の電子部品が装着されている超
小型撮像装置。
【請求項２】上記第１の電子部品が上記キャビティの底
面に形成された配線パターンに接続されている請求項１
に記載の超小型撮像装置。
【請求項３】上記第１の電子部品がベアチップの状態で
上記キャビティ内に装着されている請求項１又は２に記
載の超小型撮像装置。
【請求項４】上記撮像デバイスがＣＣＤデバイスである
請求項１、２又は３に記載の超小型撮像装置。
【請求項５】上記接続部材がＴＡＢテープである請求項
１、２、３又は４に記載の超小型撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、たとえば、医療用
電子内視鏡の先端に使用されるチャージカップルドデバ
イス（ＣＣＤ）などを用いた撮像装置に関するものであ
り、特に、長手方向の長さの短縮を図った超小型撮像装
置に関する。
【０００２】
【従来の技術】超小型撮像装置として医療用電子内視鏡
に用いる超小型ＣＣＤ撮像装置を例示する。医療用電子
内視鏡に用いる超小型ＣＣＤ撮像装置は、たとえば、患
者の胃の検査をする場合、超小型ＣＣＤ撮像装置を飲み
込んで検査を受ける患者の苦痛を緩和するため、可能な
限り小型化が図られている。そのような小型化の試みと
しては、超小型ＣＣＤ撮像装置の先端部の外径寸法の小
型化と、超小型ＣＣＤ撮像装置の長さの縮小化がある。
外径寸法の小型化と、長さの縮小化は共に、たとえば、
患者の口から胃に至る食道などの経路を超小型ＣＣＤ撮
像装置が通過するときの案内の容易さと患者の肉体的な
苦痛を軽減することになる。さらに、超小型ＣＣＤ撮像
装置の小型化は検査すべき胃の内部における運動の自由
度を高めることができ検査内容の向上に寄与するし、検
査中患者の肉体的な苦痛を軽減する。
【０００３】医療用電子内視鏡に用いる超小型ＣＣＤ撮
像装置は、たとえば、図３に例示したように、光学ガラ
ス２１と、ＣＣＤチップ２２と、セラミック２８と、リ
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ード２９と、絶縁回路基板２５とが図解のごとく超小型
ＣＣＤ撮像装置の長手方向に並んで配設されている。
【０００４】絶縁回路基板２５には、ＣＣＤチップ２２
の撮像結果を信号処理して患者の外部に取り出すことを
可能にするための信号処理用電子回路、たとえば、トラ
ンジスタ、キャパシタなどのチップ部品２６、２７が搭
載されている。また絶縁回路基板２５には、外部からＣ
ＣＤチップ２２を駆動させるための電源を供給するため
の給電線も収容されている。
【０００５】ＴＡＢ（Tape Automated Bonding）テープ
２３、２４が、ＣＣＤチップ２２とリード２９との間に
配設されていて、ＣＣＤチップ２２の電極とリード２９
内に形成された配線パターンとの間を接続している。Ｔ
ＡＢテープ２３、２４はさらに、ＣＣＤチップ２２への
給電を行う給電線としての役割を持つ。なお、ＴＡＢテ
ープは、１個のみ、たとえば、ＴＡＢテープ２３のみで
もよいし、図解のごとく、ＴＡＢテープ２３の他に、Ｔ
ＡＢテープ２４など複数配設することもできる。
【０００６】リード２９が、ＴＡＢテープ２３を介し
て、ＣＣＤチップ２２と、絶縁回路基板２５の表面に形
成された配線パターンにハンダ付けされており、絶縁回
路基板２５に搭載された第１のチップ部品２６および第
２のチップ部品２７との接続のために設けられている。
このように、図３の超小型ＣＣＤ撮像装置２において
は、ＣＣＤチップ２２と絶縁回路基板２５との間を、Ｔ
ＡＢテープ２３とリード２９とで接続している。
【０００７】超小型ＣＣＤ撮像装置２のこれらの構成物
は一体化され、患者の食道の内壁に接触したり、胃壁に
接触してもそれらを傷つけないように超小型ＣＣＤ撮像
装置２の外面が処理されている。なお、超小型ＣＣＤ撮
像装置には胃内などの検査部位を照明するために、たと
えば、光ファイバを介して外部から光が印加されるが、
照明器具は本発明には直接関係しないので、図解を省略
している。
【０００８】このように構成された超小型ＣＣＤ撮像装
置２には、超小型ＣＣＤ撮像装置２を食道の内壁などに
案内していく、ある程度の強度がある可撓性のあるケー
ブル（図解なし）が接続されている。そのケーブルの内
部には、ＣＣＤチップ２２に電力を供給する給電線と、
照明用の光ファイバと、ＣＣＤチップ２２で撮像した映
像信号を伝送して患者の外部に取り出すための信号伝送
用電線、たとえば、光ファイバが収容されている。
【０００９】たとえば、超小型ＣＣＤ撮像装置２が患者
の胃内に到達すると、図解しない照明器具により胃内の
検査部位が明るくされ、ＣＣＤチップ２２で撮像した結
果が電気信号として取り出され、ＴＡＢテープ２３およ
びリード２９を経由して絶縁回路基板２５に搭載された
信号処理を行うチップ部品２６、２７で信号処理され
て、その結果が、ケーブルを経由して患者の外部に取り
出され、医療用電子内視鏡の本体部の表示装置に出力さ
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れる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】図３に図解した超小型
ＣＣＤ撮像装置２においては、チップ部品２６、２７を
搭載した絶縁回路基板２５をリード２９に手作業でハン
ダ付けしており、手作業が必要なうえ、加工時間が長い
という問題があった。
【００１１】さらに、絶縁回路基板２５に第１のチップ
部品２６と第２のチップ部品２７とが長手方向に並んで
配設されており、絶縁回路基板２５の長さが長くなる。
その結果として、超小型ＣＣＤ撮像装置２の長さＬ１の
縮小には限界があった。図３に例示したチップ部品は２
個だけであるが、チップ部品の数が多くなると、その数
に応じて超小型ＣＣＤ撮像装置２の長手方向の長さが長
くなる。
【００１２】したがって、本発明の目的は超小型ＣＣＤ
撮像装置の長手方向の長さを縮小できる超小型撮像装置
を提供することにある。
【００１３】本発明の他の目的は、組み立て加工などの
作業を軽減し、加工時間を短縮できる超小型撮像装置を
提供することにある。
【００１４】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本発明の超小型撮像装置は、撮像デバイスと、上記
撮像デバイスの表面側に設けられた光学ガラスと、上記
撮像デバイスの裏面側に設けられ、配線パターンを有す
る積層回路基板と、上記撮像デバイスと上記積層回路基
板の配線パターンとを電気的に接続する接続部材とを有
する超小型撮像装置であって、上記積層回路基板は、配
線パターンを含む電子回路を実装した絶縁回路基板を超
小型撮像装置の長手方向と直交する径方向に複数積層し
て形成され、その径方向に凹陥して形成されたキャビテ
ィを有し、上記キャビティ内に第１の電子部品が装着さ
れ、上記積層回路基板の表面に第２の電子部品が装着さ
れている。上記撮像デバイスは、好適には、ＣＣＤデバ
イスである。上記接続部材は、好適には、ＴＡＢテープ
である。
【００１５】超小型撮像装置をこのように構成すれば、
第１の電子部品と第２の電子部品とが、長手方向と直交
する径方向に重なった位置に配設されることが可能とな
るので、超小型撮像装置の長手方向の長さを短縮でき
る。さらに、配線パターンを含む電子回路を長手方向と
直交する径方向に積層して実装しているので、超小型撮
像装置の長手方向の長さを一層短縮できる。なお、この
ような電子回路を積層する実装技術は既存の電子回路の
実装技術が適用できる。
【００１６】加えて、ＣＣＤなどの撮像デバイスの電極
と積層回路基板との電気的な接続をＴＡＢテープなどの
接続部材により行い、従来のような、ハンダ付けを行う
リードを用いないので、加工も楽であり、組み立て加工
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時間も短縮できる。
【００１７】好適には、上記キャビティ内に装着された
第１の電子部品は、上記キャビティの底面に形成された
配線パターンに接続されている。
【００１８】また好適には、上記キャビティ内に装着さ
れた第１の電子部品は、ベアチップの形態で上記キャビ
ティの底面に形成された配線パターンに接続されてい
る。
【００１９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の超小型撮像装置の
実施の形態を添付図面を参照して述べる。なお、本発明
の超小型撮像装置の実施の形態として、医療用電子内視
鏡の先端に使用するＣＣＤデバイスを用いた超小型ＣＣ
Ｄ撮像装置について述べる。
【００２０】第１実施の形態
図１（Ａ）、（Ｂ）を参照して本発明の第１実施の形態
の超小型ＣＣＤ撮像装置について述べる。図１（Ａ）は
超小型ＣＣＤ撮像装置１の断面図であり、図１（Ｂ）は
正面図である。超小型ＣＣＤ撮像装置１は、その長手方
向に配設された、光学ガラス１１と、ＣＣＤチップ１２
と、積層回路基板１５とを有する。
【００２１】光学ガラス１１の内面とＣＣＤチップ１２
の一方の面とが面接し、ＣＣＤチップ１２の他面が積層
回路基板１５の端部面と面接している。
【００２２】半導体デバイスの実装技術として知られて
いる、ＴＡＢ（Tape Automated Bonding、タブ) テープ
１３が、ＣＣＤチップ１２の電極と積層回路基板１５の
配線パターンとに接続されている。このＴＡＢテープ１
３により、外部からＣＣＤチップ１２に駆動電力が給電
されてＣＣＤチップ１２が動作可能となり、ＣＣＤチッ
プ１２の撮像結果信号が積層回路基板１５に伝送され
る。ＴＡＢテープ１３のＣＣＤチップ１２への接続は、
たとえば、ハンダ付けで行い、同様に、ＴＡＢテープ１
３の積層回路基板１５への接続は積層回路基板１５の表
面に形成された配線パターンへのハンダ付けで行う。必
要に応じてＴＡＢテープ１３に加えて、破線で示したよ
うに、第２のＴＡＢテープ１４を配設することもでき
る。
【００２３】積層回路基板１５は、配線パターンを含む
電子回路（電子部品）を実装した絶縁基板を複数枚重ね
て一体化したものである。複数の絶縁基板に実装された
電子部品相互の電気的な接続は、たとえば、半導体回路
技術において公知のビア（via)ホールなどに充填された
導電性物質を介して行う。
【００２４】絶縁基板としては、薄膜状態でも高い絶縁
能力があり、機械的な強度が高く、配線パターンを含む
電子回路の実装も容易で、放熱性に優れているものが好
ましい。そのような絶縁基板としては、たとえば、セラ
ミック基板が好ましい。絶縁基板に実装される電子回路
（電子部品）としては、高さが嵩張らない電子部品、た
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とえば、プリント配線パターン（導電パターン）、薄膜
コンデンサ、薄膜抵抗素子などがあり、これらの電子回
路は、ＣＣＤチップ１２の撮像信号を前処理して小型チ
ップ部品１６、大型チップ部品１７などに導く。絶縁基
板に実装される他の部品として、外部からＣＣＤチップ
１２の駆動電力を供給するためのプリント配線パターン
も含まれる。
【００２５】本実施の形態の積層回路基板１５は、ＣＣ
Ｄチップ１２に面接する側の高部１５２と、低平坦部１
５１とから構成されている。
【００２６】低平坦部１５１にはキャビティ（内腔）１
５３が形成されており、キャビティ１５３の内部には、
ＣＣＤチップ１２の撮像信号について信号処理を行って
ケーブルを介して患者の外部の医療用電子内視鏡に送出
する電子回路、たとえば、トランジスタ、大きなコンデ
ンサ（キャパシタ）などを収納したチップ部品１６が実
装されている。チップ部品１６はキャビティ底面１５４
に形成された配線パターンに電気的に直接接続されてい
る。チップ部品１６はキャビティ壁面１５５とは離れて
おり、キャビティ１５３内にチップ部品１６を実装した
後、空隙には絶縁性充填物、たとえば、エポキシ樹脂が
充填される。
【００２７】チップ部品１６の上部に位置する部分に、
チップ部品１６と協動してＣＣＤチップ１２の撮像信号
について信号処理を行ってケーブルを介して患者の外部
に位置する医療用電子内視鏡に送出する電子回路、たと
えば、トランジスタ、比較的大きなコンデンサ（キャパ
シタ）などを収納した大型の電子部品、および／また
は、複数の電子部品を収納したチップ部品１７が、絶縁
性充電物質を介して、キャビティ１５３を覆うように、
低平坦部１５１の表面に実装されている。このチップ部
品１７の実装方法としては、低平坦部１５１の表面に形
成された配線パターンに直接電気的に接続されている。
【００２８】チップ部品１６とチップ部品１７との寸法
を比較すると、チップ部品１７の平面寸法はチップ部品
１６の平面寸法より大きい。したがって、本明細書にお
いて、チップ部品１６を小型チップ部品１６、チップ部
品１７を大型チップ部品１７と呼ぶ。
【００２９】本実施の形態における大型チップ部品１７
は、たとえば、高さ０．８ｍｍ、幅０．８ｍｍ、長さ
１．６ｍｍ（１６０８サイズ）のコンデンサであり、小
型チップ部品１６は、たとえば、高さ０．５ｍｍ、幅
０．５ｍｍ、長さ１．０ｍｍ（１００５サイズ）または
高さ０．３ｍｍ、幅０．３ｍｍ、長さ０．６ｍｍ（０６
０３サイズ）の微小な電子部品である。
【００３０】図解した超小型ＣＣＤ撮像装置１のこれら
の構成物は一体化され、患者の食道の内壁に接触したり
胃壁に接触してもそれらを傷つけないように超小型ＣＣ
Ｄ撮像装置２の外面が処理されている。
【００３１】積層回路基板１５には、医療用電子内視鏡
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に接続される伝送用電線と、ＣＣＤチップ１２への給電
線とが収容され、積層回路基板１５を患者の食道などを
安定するように構成されたある程度の強度を持った可撓
性のある案内ケーブルが接続される。案内ケーブルに
は、外部の医療用電子内視鏡からＣＣＤチップ１２に給
電を行うための給電線と、医療用電子内視鏡の照明器具
の光を超小型ＣＣＤ撮像装置１の先端に導く光ファイバ
と、ＣＣＤチップ１２の撮像信号を積層回路基板１５で
信号処理した結果を外部の医療用電子内視鏡に導く信号
伝送線、たとえば、光ファイバあるいは導電性電線が収
容されている。
【００３２】超小型ＣＣＤ撮像装置１を胃内の検査に使
用する場合、外部の医療用電子内視鏡からの照明光が光
ファイバで導かれて超小型ＣＣＤ撮像装置１の先端付近
を照明し、その明かりで撮像する場合が多いが、照明手
段は本発明には直接関係しないので、図解と記述を割愛
する。
【００３３】たとえば、可撓性のある案内ケーブルに案
内されて超小型ＣＣＤ撮像装置１が患者の食道を通り、
胃内に到達すると、外部の医療用電子内視鏡の照明器具
の光が光ファイバで導かれて胃内を明るくし、ＣＣＤチ
ップ１２で撮像した結果が、ＴＡＢテープ１３を経由し
て積層回路基板１５に導かれ、積層回路基板１５の配線
パターン、電子回路を経由して小型チップ部品１６、大
型チップ部品１７に到達し、これらチップ部品１６、１
７において所望の信号処理が行われて、ケーブルを経由
して患者の外部に取り出され、医療用電子内視鏡の本体
部の表示装置に出力される。
【００３４】図１（Ａ）、（Ｂ）に図解した超小型ＣＣ
Ｄ撮像装置１は、配設パターン、薄膜電子部品が複数の
絶縁基板を積層した積層回路基板１５に組み込まれてい
るので、積層回路基板１５の長手方向の長さが、図３に
図解した絶縁回路基板２５の長さより短縮できる。加え
て、図１（Ａ）、（Ｂ）に図解した超小型ＣＣＤ撮像装
置１は、小型チップ部品１６と大型チップ部品１７とが
超小型ＣＣＤ撮像装置１の長手方向と直交する径方向に
２段に重なった状態で積層セラミック回路基板１５に実
装されているので、積層回路基板１５の長手方向の長さ
を図３に図解した絶縁回路基板２５の長さに比べて大き
く短縮できる。
【００３５】たとえば、図３に図解した超小型ＣＣＤ撮
像装置２の長さＬ１は、６．４ｍｍであったが、本願の
第１実施の形態の超小型ＣＣＤ撮像装置１の長さＬは、
４．５ｍｍであり、約２ｍｍ程度（約３０％）短縮でき
た。
【００３６】さらに、超小型ＣＣＤ撮像装置１において
は、ＣＣＤチップ１２と積層回路基板１５に搭載（実
装）された電子回路との接続は、ＴＡＢテープ１３のみ
で行い、図３に図解したリード２９を用いたハンダ付け
作業を行わない。その結果として、組み立ても容易であ
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り、組み立て加工時間が大幅に短縮できた。このように
構造を持つ本発明の超小型ＣＣＤ撮像装置１の組み立て
作業は、自動化に適している。
【００３７】第２実施の形態
図２を参照して本発明の第２実施の形態の超小型ＣＣＤ
撮像装置について述べる。図２は本発明の第２実施の形
態の超小型ＣＣＤ撮像装置１Ａの断面図である。図２に
図解した超小型ＣＣＤ撮像装置１Ａは、その長手方向に
配設された、光学ガラス１１と、ＣＣＤチップ１２と、
積層回路基板１５とを有する。これらの構成は配置は第
１実施の形態と同じである。積層回路基板１５も、第１
実施の形態と同様の構成である。ＴＡＢテープ１３によ
ってＣＣＤチップ１２と積層回路基板１５との電気的な
接続を行うことも第１実施の形態と同様である。
【００３８】第２実施の形態においては、図１の小型チ
ップ部品１６を、半導体実装技術として公知のベアチッ
プ１９としてキャビティ１５３内の電気接続面１８に実
装している点が異なる。キャビティ１５３のベアチップ
１９を実装した後の空間にはエポキシ樹脂などの絶縁性
充填物が充填される。大型チップ部品１７の実装方法は
第１実施の形態と同様である。
【００３９】図２に図解した超小型ＣＣＤ撮像装置１Ａ
も、第１実施の形態の超小型ＣＣＤ撮像装置１と同様、
配設パターン、薄膜電子部品が複数の絶縁基板を積層し
た積層回路基板１５に組み込まれているので、積層回路
基板１５の長手方向の長さが、短縮できた。また、図２
に図解した超小型ＣＣＤ撮像装置１Ａも、第１実施の形
態の超小型ＣＣＤ撮像装置１と同様、小型チップ部品１
６と大型チップ部品１７とが超小型ＣＣＤ撮像装置２の
長手方向と直交する径方向に２段に重なった状態で積層
回路基板１５に実装されているので、積層回路基板１５
の長手方向の長さが短縮できた。第２実施の形態の超小
型ＣＣＤ撮像装置１Ａの長手方向の長さも、第１実施の
形態と同様に短縮できた。
【００４０】第２実施の形態の超小型ＣＣＤ撮像装置１
Ａも、リードを用いたハンダ付け作業が不要であり、組
み立て加工時間が大幅に短縮できた。第２実施の形態の
超小型ＣＣＤ撮像装置１Ａも組み立て作業を自動化する
ことができる。
【００４１】上述した実施の形態は、撮像デバイスとし
てＣＣＤチップを用いた超小型ＣＣＤ撮像装置の主要部
のみを記述したので、本発明に直接関係がない部分の図
解を省略しているが、本発明の超小型撮像装置はそのよ
うな公知の部分、たとえば、本願発明の超小型ＣＣＤ撮
像装置を医療用電子内視鏡に使用する場合の照明器具な*
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*どをも包含する。
【００４２】本発明の超小型撮像装置の実施に際して
は、上述した実施の形態には限定されず、明細書の特許
請求の範囲に記載された本願発明で規定された内容を含
むことは当業者にとって自明である。たとえば、本願発
明の超小型撮像装置は医療用電子内視鏡への用途に限定
される訳ではない。医療用電子内視鏡と同様、小型の超
小型撮像装置が必要な場合、本願発明の超小型撮像装置
を適用することができる。
【００４３】本発明の撮像デバイスとして、広く使用さ
れているＣＣＤチップ１２を用い、本発明の接続手段と
してＴＡＢテープ１３を用いた場合について例示した
が、本発明はもちろん、このような例示に限定されるも
のではない。このような回路と実質的に同様な他の回路
を適用できることは勿論である。
【００４４】
【発明の効果】本発明の超小型撮像装置によれば、長手
方向の長さを短縮できた。
【００４５】また本発明の超小型ＣＣＤ撮像装置は自動
化組み立てが可能であり、組み立て加工時間が短縮でき
た。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明の超小型ＣＣＤ撮像装置の第１実
施の形態の構成を示す図であって、図１（Ａ）は断面図
であり、図１（Ｂ）は平面図である。
【図２】図２は本発明の超小型ＣＣＤ撮像装置の第２実
施の形態の構成を示す断面図である。
【図３】図３は従来の超小型ＣＣＤ撮像装置の構成を示
す断面図である。
【符号の説明】
１、１Ａ・・超小型ＣＣＤ撮像装置、
１１・・光学ガラス、１２・・ＣＣＤチップ、
１３、１４・・ＴＡＢテープ、
１５・・積層回路基板
１５１・・低平坦部、１５２・・高部、
１５３・・キャビティ（内腔）、
１５４・・キャビティ底面、１５５・・キャビティ壁面
１６、１７・・チップ部品、１８・・電気接続面、
１９・・ベアチップ
２・・超小型ＣＣＤ撮像装置、
２１・・光学ガラス、
２２・・ＣＣＤチップ、
２３、２４・・ＴＡＢテープ、２５・・絶縁回路基板、
２６、２７・・チップ部品、２８・・セラミック、２９
・・リード
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